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「いのちを考える」　人 権
学 習 シ リ ー ズ

今年の春、宮崎県を中心に家畜の伝染病、口蹄疫が猛威をふ
るいました。８月にようやく終息が宣言されましたが、その間
２９万頭にも及ぶ牛が殺処分となりました。口蹄疫は牛や豚
など蹄のある動物、いわゆる偶蹄類といわれる動物に感染し、
突然 40 度以上の発熱と多量の涎が見られ、口、蹄等に水泡
ができる、というものです。
牛は人間にとって食べ物です。病気になった牛は商品にはな
らない。これ以上の感染を防ぐため殺処分です。しかし「自
分は人間の食べ物だ」と思っている牛は一頭もいないでしょう。

「食べ物」という生き物はいない。どんな命も食べ物という命
はない。どちらの命が重くてどちらの命が軽いということもな
い。命とはそういうものではない、と仏教は教えています。
ジャータカ物語、という古い仏教説話に「シビ王と鳩と鷹」と
いう物語があります。
昔々、インドにシビ王という慈悲深い王がいました。ある時シ
ビ王のもとに一羽の鳩が舞い込んできて「鷹に追われていま
す。私の命を助けてください。」とシビ王に頼みました。
するとすぐに鷹が飛んできて「その鳩は私の獲物です。鳩を
食べないと私は生きていけません。鳩をかえしてください」と
シビ王に頼みました。
鳩を渡せば鳩が死ぬ。渡さなければ鷹が死ぬ。しばらくシビ
王は考えていましたが「わかった、かわりに私の肉を与えよう」
と返事をしました。鷹は「ではその鳩と同じだけの肉をください」
というので、シビ王は自らの足の肉をえぐり取り、鳩と一緒に
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はかりに乗せました。しかし、はかりは鳩のほうが重く下がっ
たままでうごきません。シビ王は次に片足全部を切り取りはか
りに乗せました。それでもはかりは動きません。
シビ王は、ハッと気づき、自らがはかりに乗りました。するとは
かりはピタッと真ん中で止まり、鳩とシビ王の重さがつり合い
ました。
この物語は、王様の命も鳩の命も鷹の命も、命としての重さに
変わりはない、ということを教えてくれます。

「私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、飛べる
小鳥は私のように、地べたを早くは走れない、私が体をゆすっ
ても、きれいな音はでないけど、あの鳴る鈴は私のように、た
くさんな唄は知らないよ、鈴と小鳥とそれから私、みんなちがっ
てみんないい」
詩人、金子みすずさんの「私と小鳥と鈴と」です。
私たちは知らず知らずのうちにいのちにランク付けをしていな
いでしょうか。私のいのちは小鳥や鈴よりも重くて大切、牛や
豚や魚は食べ物、犬や猫はただのペット…
いのちにランク付けをするところから、さまざまな差別が始ま
ると思います。
私と小鳥、私と鈴、私と犬、私と猫、私と牛…男と女、しょう
害者と健常者、高齢者と若者、国籍の違い…違って当たり前、
それぞれ違いがありながら、その違いを認め合い大切にしあう、
そのときに一つ一つの命が本当に輝くことができると思います。
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故
郷
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っ
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ま
し
た
。
高
校
ま
で
の
十
八

年
間
、
ず
っ
と
飯
山
で
暮
ら
し
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
県
外
に
出
て
、

一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
は
一つ
の

憧
れ
で
し
た
。
そ
し
て
、
い
ざ
一

人
暮
ら
し
を
し
て
み
る
と
、
家
族

の
あ
り
が
た
さ
、
慣
れ
親
し
ん
だ

飯
山
の
地
へ
の
恋
し
さ
、そ
う
い
っ

た
故
郷
に
対
す
る
思
い
を
し
み
じ

み
と
感
じ
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故
郷
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魅
力
」　

故
郷
飯
山
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じ
る
か
と
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う
と
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一
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伝
統

あ
る
飯
山
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駅
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大
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す
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私

は
常
盤
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ー
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の
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し
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す
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と
い
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の

も
、
毎
年
お
馴
染
み
の
選
手
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人

た
ち
に
ま
た
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え
る
こ
と
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今
年

初
め
て
駅
伝
に
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加
す
る
人
と
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あ
え
る
こ
と
、
優
勝
に
向
か
っ

て
選
手
が
一
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な
っ
て
練
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に

励
む
姿
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大
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慰
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こ
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た
数
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あ
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。
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郷
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子育て中のみなさ～ん  一緒にやりませんか～

　

私
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。

　

先
ず
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目
線
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す
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追
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落
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叫
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く･････

本
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は
安
全
な
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所
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た
い
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っ
か
り
と
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め
る
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危
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回
避
で
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る
の
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す
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す
。

　

次
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体
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あ
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ま
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。
そ
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い
く
ら
目
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定
め
て
も
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り
き
る
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は
困
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で
す
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目
線
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追
随

し
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う
と
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る
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に
、
鍛
え
た
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加
え
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必
要
が
あ
り
ま

す
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他
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に
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決
し
て
見
え
な
い

け
れ
ど
、
自
分
で
は
し
っ
か
り
と

見
え
る
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。
こ
れ
を
得
る
に
は
勇

出
す
前
の
意
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重
要
で
す
。
何

も
考
え
な
い
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イ
ク
リ
ン
グ
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つ

ま
ら
な
く
、
危
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な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
自
転
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を
降

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
箇
所

を
走
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す
る
に
は
、
上
手
く
な
ろ

う
、
克
服
し
て
や
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
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大
切
で
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。
と
て
も
無
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だ
と
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っ
て
い
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を
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に

は
、
そ
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で
満
足
し
て
い
る
自

分
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想
像
す
る
こ
と
で
す
。
ラ
イ

バ
ル
の
タ
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ム
を
上
回
る
に
は
、

彼
に
決
し
て
負
け
な
い
ぞ
と
誓
う

こ
と
で
す
。
意
識
を
ど
う
持
つ
か

で
、
走
り
も
生
活
も
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

　

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
こ
れ
か

ら
も
も
っ
と
遠
く
へ
自
転
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を
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ら
せ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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サ
イ
ク
リ
ス
ト
。
業
界
で
は
〝
自

転
車
少
年
〟
と
呼
ば
れ
、
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
を
機
軸
と
し
た
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い
る
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
日
本

中
を
走
り
、
欧
州
も
経
験
し
て
き

た
が
飯
山
が
最
良
の
地
だ
と
言
う
。

気
を
も
っ
て
様
々
な
環
境
に
挑
戦

し
、
経
験
を
重
ね
、
努
力
を
止
め

な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自
分

の
軸
が
ホ
ン
モ
ノ
に
な
っ
た
と
き
、

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

最
後
は
意
識
。
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ

アレナの 英語の発音 教室

○受講料：８００円　○定　員：１５名
○場　所：飯山市公民館  団体室

○日　程：１月１２日・１９日・２６日、２月２日
　　　　　計４回・毎週水曜日
○時　間：午後７時３０分～９時
○持ち物：筆記用具、手鏡

英語にはどんな音が使われているのか、その音をどう
すれば発音できるのか、英語の音声の基本を身につけ
ていきます。英会話ではありませんので、あまりしゃべ
れない方でも参加できます。

○申込期間：１２月２０日（月）～１月６日（木）    
          　　  （12/29 ～ 1/3 を除く）

相手に伝えるために・・・

お申し込み・お問い合せ：総合学習センター（飯山市公民館）℡ 62-3342

○講師：国際交流員 アレナ・ワーコーヴェンさん

子育てセミナーは、子育てをテーマにした講演会やリ
フレッシュ講座などを計画し、自分なりの子育てに自
信を持てるよう学ぶためのセミナーです。子育て中の
みなさんが中心になり、やってみたいこと、聞いてみ
たいお話の講座の企画・運営をしています。

興味のある方は総合学習センター
（飯山市公民館TEL６２－３３４２）
までお問い合わせください。
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学
生
時
代
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
で
全
国
大
会
出
場
を
目
指

し
て
い
た
あ
や
さ
ん
は
、
常
盤
地

区
内
で
も
走
る
こ
と
に
特
に
熱
い

心
を
持
っ
た
女
性
で
す
。
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